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平成２９年度科学研究費助成事業－科研費－の公募について（通知） 

 

 このことについて、別添「平成２９年度科学研究費助成事業－科研費－公募要領（特別

推進研究、基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）、挑戦的研究（開拓・萌芽）、若手研究（Ａ・Ｂ）」

（以下「公募要領」という。）により公募します。 

 ついては、貴職より関係者に周知していただくとともに、貴研究機関において、応募者

がいる場合には、公募要領「Ⅴ 研究機関の方へ」の内容に従い、応募に係る手続等必要

な事務を行ってください。 

 なお、本公募は、審査のための準備を早期に進め、できるだけ早く研究を開始できるよ

うにするため、平成２９年度予算成立前に始めるものです。したがって、予算の状況によ

っては、今後、措置する財源、内容等に変更があり得ることをあらかじめ御承知おきくだ

さい。 

 また、以下の点についても御留意ください。 

・平成２９年度公募より、新たに「研究活動における不正行為への対応等に関するガイ

ドライン」に基づく「取組状況に係るチェックリスト」の提出を求めることとしました。 

・「平成２９年度科研費に応募する研究代表者又は研究分担者が所属する研究機関」及び

「平成２９年度も科研費の継続課題の研究代表者又は研究分担者が所属する研究機関」

は、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく

「体制整備等自己評価チェックリスト」及び「研究活動における不正行為への対応等に

関するガイドライン」に基づく「取組状況に係るチェックリスト」の両者を、平成２８

年１０月４日（火）までに府省共通研究開発管理システム（e-Rad）を使用して提出し

てください。両チェックリストの提出がない場合には、当該研究機関に所属する研究者

の応募が認められませんので、御留意願います。 

・今回の公募要領における前年度からの主な変更点について別紙のとおりまとめました

ので、貴職より関係者に周知してください。 

 

 

 



（本件担当） 

〒102－0083 東京都千代田区麹町５－３－１ 

       独立行政法人日本学術振興会 

 

【公募要領全般】 

研究事業部 研究助成企画課   電話 03-3263-4796 

 

【研究計画調書】  

研究事業部 研究助成第一課   電話 03-3263-4758,0996,4779,4724 

     

【特別推進研究、基盤研究（Ｓ）】 

研究事業部 研究助成第二課   電話  03-3263-4254 （特別推進研究担当） 

03-3263-4388 （基盤研究（Ｓ）担当） 

 

【基盤研究（Ａ・Ｂ・Ｃ）、若手研究（Ａ・Ｂ）】 

研究事業部 研究助成第一課   電話 03-3263-4758,0996,4779,4724  

 

【挑戦的研究（開拓・萌芽）】 

研究事業部 研究助成企画課   電話 03-3263-0977 

  



＜平成２９年度における主な変更点等＞ 
 

 
① 挑戦的萌芽研究を見直し、新たな種目「挑戦的研究（開拓・萌芽）」を設

けました。（挑戦的萌芽研究の公募は行いません。）（１４頁、６６頁～
６７頁参照） 

 
一人又は複数の研究者で組織する研究計画であって、これまでの学術の体

系や方向を大きく変革・転換させることを志向し、飛躍的に発展する潜在性
を有する研究を支援するために、従来の「挑戦的萌芽研究」を見直し、新た
な種目「挑戦的研究（開拓・萌芽）」を創設しました。 

  
※（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の研究計画を

含みます。 
 
※他の研究種目と重複して応募することができる場合もありますが、応募す

る研究計画はそれらとは異なる研究内容に限ります。特に本研究種目は基
盤研究等とは審査基準等が異なり、上記のような挑戦的な研究課題を対象
としている点に注意してください。 

 
② 基盤研究（Ｂ・Ｃ）審査区分「特設分野研究」に新たに３分野を設けました。

（１３頁、６１頁～６５頁参照） 

 

「特設分野研究」は、審査希望分野の分類表である「系・分野・分科・細

目表」（別表を含む）とは別に平成２６年度公募より新たに設けられた審査

区分であり、最新の学術動向等を踏まえて、新しい学術の芽を出そうとする

試みを中心に、日本学術振興会の学術システム研究センターが候補分野を提

案し、文部科学省の科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査

部会において設定されるものです。 

現行の細目では審査が困難と思われる研究課題で、特設分野に関連する幅

広い視点から審査されることを希望する応募者に開かれています。 

平成２９年度公募では以下の３分野が新たに設定されました。 

 

・オラリティと社会 

・次世代の農資源利用 

・情報社会におけるトラスト 

 

③ 「系・分野・分科・細目表」付表キーワード一覧を一部変更しました。 

（４７頁参照） 

 

文部科学省の科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会

において審議した結果、細目「教科教育学」のキーワードの一部見直しを行

いました。 



 

④ 基盤研究（Ａ・Ｂ）審査区分「海外学術調査」の審査希望分野を一部変更       

しました。（３３頁参照） 

 

審査希望分野を変更し、理工系の「化学」と「環境学Ａ」を同一の分野と

しました。この他、「人文学Ｄ」について、その応募内容を明確にしました。 

 

 

⑤ 「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基づく

「取組状況に係るチェックリスト」の提出について（７４頁参照） 

 

平成２９年度公募より、科研費に応募する研究機関については、当該ガ

イドラインに基づく「取組状況に係るチェックリスト」を提出することが

必要となりました。提出がない場合には、当該研究機関に所属する研究者

の応募が認められませんので注意してください。 
 


